
令和５年度 第２回学校評価集計分析結果 

１ 実施時期 令和５年 12月上旬～中旬 

       Formsによるアンケート形式 

２ 対象及び回答状況  ＊（ ）第１回 

 生 徒 692名回答 / 719名 回答率 96%(104%) 

               ＊第 1 回重複回答あり 

 保護者 552名回答 / 708名 回答率 78%( 92%) 

 教職員  44名回答 /  45名 回答率 98%(100%) 

３ 分析内容 

（１）分析表の表示について 

ア 学校評価近似項目を抜粋し表現をまとめて比較。 

イ 数値は肯定的評価「とてもそう思う」「そう思う」

の合計。下段は７月実施第１回の数値。 

ウ 生徒、保護者、教職員について、同様の項目がな

いものについては、「－」と表示している。 

（２）学校生活全般について 

 
「本校は魅力ある学校」については、生徒、保護者、

教職員ともに９割を超えている。「本校への入学」に

ついては、保護者、生徒ともに９割を超え、生徒の多

くが学校生活全般に満足しているとうかがえる。「教

育目標」については３～４割程度には浸透していない。 

（３）学習指導について 

 

 

 

 

 

 

学力向上、授業改善の観点で第１回と比較すると肯

定的評価が増加している。「十分な学力」について、生

徒・保護者による自己評価は依然厳しいが、肯定的評価

が増加傾向にあり、教員の８割以上が学力の向上を実

感している。「課題プリントや週末課題は適切」につい

ては、75%→84%（1年 61%→80%、2年 90%→83%、3年 65%

→79%）と改善傾向である。「家庭学習時間」については、

受験期の 3年生が 61%→80%と大幅増加。一方、1・2年

生はともに前回同様で 47%程度。前述の「課題」につい

て好評価となっているが、課題の量・質と家庭学習との

相関関係について引き続き検証していく必要がある。 

（４）生徒指導について 

 

 

 

 

 

 

「服装・整容・挨拶」「安全で健康的な生活」につい

ての肯定的評価は生徒・保護者ともに前回同様９割を

超えている。「学習と部活動の両立」は、三者とも肯定

的評価が減少している。「部活動終了時間」の質問で生

徒の８割以上が肯定的回答をしていることから、余暇

時間の使い方を見直す必要があると思われる。 

（５）進路指導について 

 

 

 

 

 

 「進路指導が適切に行われている」については、1年

生徒 79%→92%、1 年保護者 47%→74&と大幅に増加して

いる。生徒全体としても９割以上が肯定的評価である。

「進路に関する情報提供」については、生徒９割に比較

して保護者は前回同様６割である。 

生徒は進路情報を各自の端末から得る形になりつつ

ある。またオープンキャンパス情報などはチラシ掲示

などにより生徒に紹介している。生徒が主体的に進路

活動を進めていく上でも、ご家庭でお子さまに進路情

報についても問いかけいただきたい。なお、学校では進

路講演会・説明会（PTA主催含む）も実施しております

ので奮ってご参加いただけると幸いです。 

４ まとめ 

 年末のお忙しいところ回答にご協力いただき、あり

がとうございました。第１回との比較で、肯定的評価が

８割を超えた項目は、生徒 11/19→14/19、保護者 7/19

→7/19。改善した項目は、生徒 14/19、保護者 12/19。

改善の余地はまだまだあります。また前回同様に様々

な立場からの貴重なご意見・改善提案、学校の対応への

感謝等もいただきました。職員間で共有し今後の教育

活動の参考とさせていただきます。生徒の未来、働きや

すい職場、家庭との信頼関係構築のため、よりよい学校

を目指して改善を図っていきたいと考えます。今後と

もご協力をよろしくお願いいたします。（副校長） 


